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編 集 後 記

　春爛漫。そよ風が心地いい季節となりました。
　「よしみ議会だより」では毎号、少しずつですがこれまでの研修
してきた成果を取り入れています。
　住民の代表として、どんな質問やどんな提案をしているのか。
個々の議員の賛否はどうだったのか。どういう理由で反対・賛成を
しているのか・・・等、町の広報とは違う議会広報らしさを追求して、
今後も編集にあたりたいと思います。
　ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。（杉田）

委 員 長　尾　﨑　　　豊

副委員長　秋　山　真　美

委　　員　杉　田　しのぶ

委　　員　荻　野　　　勇

議　　長　宮　﨑　善　雄

議会だより編集特別委員会

…P 2 ～

…P 5 ～

…P 8 ～

…P 2 ～

…P 5 ～

…P 8 ～

比企郡町村議長会主催議員研修開催
　平成２６年１月２８日(火）にリリックおがわにて、比
企郡町村議長会主催の議員研修会が開催されました。

講師にフリーアナウンサーの屋木綾伊子
（おくぎあいこ）氏を迎え「話し方の

ポイント」について講演をいた
だきました。
　会場の全員が実際に体験
しながら、声の出し方や伝わ
る言葉の選び方など研修し
ました。

議 会 だ より議 会 だ より

表紙の写真によせて表紙の題字

●平成２６年度の各予算決定
●議案審議結果
●一般質問に１０名登壇

●平成２６年度の各予算決定
●議案審議結果
●一般質問に１０名登壇

比企郡町村議会議長会表彰

（議員歴10年以上）

岩　崎　　　勤　議　員
宮　﨑　雄　一　議　員

※安孫子和子議員は辞退しました。
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議会だより編集特別委員会
比企郡吉見町下細谷411
TEL 0493（63）5024

第136号

埼玉県町村議会議長会表彰

（議員歴15年以上）

内　野　正　美　議　員
宮　﨑　善　雄　議　員

※宮﨑善雄議員は他に特別表彰もされました。

議会だより編集特別委員会視察
　議会だよりの印刷を契約した大屋印刷株式会社
（深谷市）を4月3日視察してきました。大屋社長には、
社内の案内をいただき吉見町編集担当との打合せも
行いました。「日本一の議会だより」を目標にし、頑
張って取り組んでまいります。

埼玉県知事賞を受賞した
南小学校6年生
松本亜弓さんの
題字です。

東地区の堤防に
１．8ｋｍ続く菜の花と
桜並木が美しい
さくら堤公園
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3月定例議会

特別会計の予算は̶

　3月定例会は、3月4日から24日までの21日間の会期で行われました。
　今定例会は、平成26年度の各会計予算、平成25年度一般会計及び特別会計補正予算、新規条
例及び改正等並びに追加議案を含め31議案、すべて可決、認定されました。
　一般質問については、10名の議員が登壇し、町政全般について活発な議論が展開されました。

　3月定例会は、3月4日から24日までの21日間の会期で行われました。
　今定例会は、平成26年度の各会計予算、平成25年度一般会計及び特別会計補正予算、新規条
例及び改正等並びに追加議案を含め31議案、すべて可決、認定されました。
　一般質問については、10名の議員が登壇し、町政全般について活発な議論が展開されました。

平 成 26 年 度 一 般 会 計 予 算

平成２6年
度の予算可

決

小学校は設
計委託平成２6年

度の予算可
決

小学校は設
計委託平成２6年

度の予算可
決

平成２6年
度の予算可

決

中学校エ
アコン設

置

会　計　名 予　算　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

百 穴 管 理 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

公 設 浄 化 槽 事 業 特 別 会 計

企 業 会 計 予 算（ 水 道 事 業 会 計 ）

26億円

1億4600万円

12億5675万円

1592万円

5億717万円

2億5475万円

2030万円

12億7003万円

歳入・歳出　73億円

町　税
2306

地方交付税
1300

町　債
1596

国庫支出金
511

県支出金
３08

繰越金
200

地方消費税交付金
186

諸収入
169

地方譲与税
114

分担金及び負担金
103

その他
507

民生費
1928

総務費
836

公債費
1519

教育費
900

土木費
459

農林水産業費
364

衛生費
426

消防費
685

議会費
102

諸支出金
7

商工費
60

労働費
3
その他
11

・難聴地区を解消
・避難所の各小学校屋上にスピーカー設置
・災害対策本部と各小学校との相互通信ができる設備設置

一般会計
歳入

一般会計
歳出

単位：百万円

●防災行政無線デジタル化（平成26～27年度で実施）
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　吉見町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
■議案第8号

　吉見町準用河川における河川管理施設等の構造的
基準を定める条例
　－主な内容－
○堤防・床止め・堰・水門及び樋門・排水機場・橋・伏せ
越しに関しての基準の設定

■議案第１１号

　吉見町移動等円滑化のために必要な特定公園施設
の設置に関する基準を定める条例
　－主な内容－
○園路及び広場・休憩所及び管理事務所・駐車場・便
所・水飲み場及び手洗い等に関しての基準の設定

■議案第１２号

　吉見町水道事業の布設工事監督者及び水道技術
管理者の資格等に関する条例
　－主な内容－
○布設工事監督者の資格基準及び水道技術管理者
の資格基準の明確化

■議案第１３号

　吉見町企業等誘致に関する条例の一部を改正する
条例
　－主な改正内容－
○｢平成２５年３月３１日｣で期限が切れるため、｢平成
３０年３月３１日｣に延長するもの

■議案第１９号

　吉見町空き家等の適正管理に関する条例
　－主な内容－
○空き家等の適正管理及び生活環境の保全
○町民に情報提供をお願いする。
○詳細調査は職員がする。
○管理不全の場合
　1.指導、 2.勧告、 3.措置命令、 4.命令代行措置、 5.公表 
していく。関係機関（警察等）にも協力依頼する。

■議案第２号

主 な 議 案 の 内 容

議　案　審　議　結　果
町長提出議案

議案番号 結果件　　　　名

議案第  １号

議案第  ２号

議案第  3号

議案第  ４号

議案第  ５号

議案第  ６号

議案第  ７号

議案第  ８号

議案第  ９号

議案第１０号

議案第１１号

議案第１２号

議案第１３号

議案第１４号

議案第１５号

議案第１６号

議案第１７号

議案第１８号

議案第１９号

議案第２０号

議案第２１号

議案第２２号

議案第２３号

議案第２４号

議案第２５号

議案第２６号

議案第２７号

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

追加議案
議案第２８号

議案第２９号

議案第３０号

議案第３１号

平成２５年度吉見町一般会計補正予算（第７号）

平成２５年度吉見町下水道事業特別会計補正予算（第６号）

平成２６年度吉見町一般会計補正予算（第１号）

平成２６年度吉見町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

議員提出議案
発議第  １号 特別委員会設置について

3月定例議会

生活排水の浄化で　きれいな　町づくり
町内で8地区目が供用開始

埼玉県市町村総合事務組合の規約の変更について

吉見町空き家等の適正管理に関する条例

消費税率及び地方消費税率の引き上げに伴う関係条例の整理に関する条例

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

吉見町税条例の一部を改正する条例

吉見町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

吉見町社会教育委員設置条例の一部を改正する条例

吉見町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

吉見町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

吉見町老人福祉センター荒川荘の指定管理者の指定について

町道路線の認定について

平成２５年度吉見町一般会計補正予算（第６号）

平成２５年度吉見町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

平成２５年度吉見町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

平成２５年度吉見町介護保険特別会計補正予算（第３号）

平成２５年度吉見町下水道事業特別会計補正予算（第５号）

平成２５年度吉見町農業集落排水事業特別会計補正予算（第６号）

平成２５年度吉見町水道事業会計補正予算（第４号）

平成２６年度吉見町一般会計予算

平成２６年度吉見町国民健康保険特別会計予算

平成２６年度吉見町後期高齢者医療特別会計予算

平成２６年度吉見町介護保険特別会計予算

平成２６年度吉見町百穴管理特別会計予算

平成２６年度吉見町下水道事業特別会計予算

平成２６年度吉見町農業集落排水事業特別会計予算

平成２６年度吉見町公設浄化槽事業特別会計予算

平成２６年度吉見町水道事業会計予算

東第二地区クリーン施設
吉見町大字大串2918番地1
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　吉見町準用河川における河川管理施設等の構造的
基準を定める条例
　－主な内容－
○堤防・床止め・堰・水門及び樋門・排水機場・橋・伏せ
越しに関しての基準の設定

■議案第１１号

　吉見町移動等円滑化のために必要な特定公園施設
の設置に関する基準を定める条例
　－主な内容－
○園路及び広場・休憩所及び管理事務所・駐車場・便
所・水飲み場及び手洗い等に関しての基準の設定

■議案第１２号

　吉見町水道事業の布設工事監督者及び水道技術
管理者の資格等に関する条例
　－主な内容－
○布設工事監督者の資格基準及び水道技術管理者
の資格基準の明確化

■議案第１３号

　吉見町企業等誘致に関する条例の一部を改正する
条例
　－主な改正内容－
○｢平成２５年３月３１日｣で期限が切れるため、｢平成
３０年３月３１日｣に延長するもの

■議案第１９号

　吉見町空き家等の適正管理に関する条例
　－主な内容－
○空き家等の適正管理及び生活環境の保全
○町民に情報提供をお願いする。
○詳細調査は職員がする。
○管理不全の場合
　1.指導、 2.勧告、 3.措置命令、 4.命令代行措置、 5.公表 
していく。関係機関（警察等）にも協力依頼する。

■議案第２号

主 な 議 案 の 内 容

議　案　審　議　結　果
町長提出議案

議案番号 結果件　　　　名

議案第  １号

議案第  ２号

議案第  3号

議案第  ４号

議案第  ５号
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議案第  ７号

議案第  ８号

議案第  ９号

議案第１０号

議案第１１号

議案第１２号

議案第１３号

議案第１４号

議案第１５号

議案第１６号

議案第１７号

議案第１８号

議案第１９号

議案第２０号

議案第２１号

議案第２２号

議案第２３号

議案第２４号

議案第２５号

議案第２６号

議案第２７号

可決

可決

可決

可決

可決
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可決

可決

可決

可決
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追加議案
議案第２８号

議案第２９号

議案第３０号

議案第３１号

平成２５年度吉見町一般会計補正予算（第７号）

平成２５年度吉見町下水道事業特別会計補正予算（第６号）

平成２６年度吉見町一般会計補正予算（第１号）

平成２６年度吉見町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

議員提出議案
発議第  １号 特別委員会設置について

3月定例議会

生活排水の浄化で　きれいな　町づくり
町内で8地区目が供用開始

埼玉県市町村総合事務組合の規約の変更について

吉見町空き家等の適正管理に関する条例

消費税率及び地方消費税率の引き上げに伴う関係条例の整理に関する条例
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総務建設常任委員会 小林　周三 委員長

住みたいまち創造委員会の提案実現
子育て世代定住化促進奨励金スタート

教育福祉常任委員会 安孫子　和子 委員長

やっと実現!!
　　　中学校にエアコン設置

　平成26年度吉見町一般会計予算のうち、関連する歳入及び歳出の議会費、総務費（福祉町民課所管分を除く）、
労働費、農林水産業費、商工費、消防費災害復旧費、公債費、諸支出金及び予備費、平成26年度吉見町百穴管理
特別会計予算、平成26年度吉見町下水道事業特別会計予算、平成26年度吉見町農業集落排水事業特別会計予
算、平成26年度吉見町公設浄化槽事業特別会計予算、平成26年度吉見町水道事業会計予算について審議いた
しました。

　教育福祉常任委員会では、平成26年度歳入歳出予算総額73億円のうち、福祉町民課、健康推進課、子育て支
援課、教育総務課、生涯学習課に係る予算及び特別会計の国民健康保険特別会計予算26億円後期高齢者医療
特別会計予算１億４６００万円、介護保険特別会計予算１２億５６７５万８千円について審議いたしました。

　平成26年度の大きな事業の一つである中学校の大
規模改造工事及びエアコン設置工事は、約２億円かけ
て行われます。しかしながら、使用頻度の低い技術室、
被服室、調理室、美術室にはエアコンの設置は予定さ
れていないため、国の補助金等を活用し全ての教室に
エアコンを設置するようにと要望しました。また、小学
校６校にエアコン設置、教室の木質化をするための設
計委託料も計上されています。小学校は１年遅れます
が、やっとここまできたかという思いです。当委員会で
は、これまで夏の暑さ対策として２回にわたり小中学校
の教室等及び児童生徒の声を調査し、委員会報告で町
の姿勢を質してきました。今夏に間に合うようにエアコ
ンの設置ができるよう要望しました。
　また、生涯学習課の所管の事業では、本町は平成26
年度で合併60周年、町民会館開館10周年を迎えるた
め周年記念事業を行います。
　また、地区公民館、武道館にＡＥＤ（自動体外式除細
動器）の配置、町民会館西側に２台分の障がい者用駐
車場を設置、また、町民体育館、東野ふれあいセンター
のトイレの洋式化など命を守り、障がい者、高齢者が安
心して社会参加できるような整備に取り組みますが、障
がい者用駐車場については、整備後も利用者の意見を
聞き、より使いやすい駐車場になるように要望しまし
た。

教育環境整備を大幅に拡充！

　平成27年度にスタートする国の新たな制度を踏ま
え、町の子育て支援策の方向性を定める「吉見町子ど
も・子育て支援事業計画」を策定します。
　また、４月からの消費税率の引き上げに伴い、子育て
世帯臨時特例給付金が児童手当を受給している方に

安心して子を産み育てられる町へ

　以上、本委員会において慎重審議の結果、原案のと
おり認定すべきと決した次第であります。

　以上、本委員会において慎重審議の結果、原案のとおり
認定すべきものと決した次第であります。

　国民健康保険は医療の高度化等に伴う医療費の増
加と後期高齢者医療支援金及び介護納付金の増加に
伴い、前年度と比べて２億４千万円増加しており、年間
一人にかかる医療費は、２７万５千円と見込んでいま
す。後期高齢者医療は被保険者の増加により前年度
比５４３万４千円増加です。介護保険については、要介
護認定者の増により、前年度比６８５３万６千円の増加
です。
　高齢化が進む中で、健康寿命をいかに伸ばすかが課
題であり、町では今年度集団検診の受診日を２日増や
し、土日を含め７月10日から６日間で実施しますが、受
診率向上のため広く周知するよう要望しました。また、
保健センター費の通信運搬費が減額されていることに
対し、未受診者への個別勧奨をするためには減らして
はいけない経費であり、今年度の取り組みを検証し、
健康寿命延伸のため、更なる受診率向上に取り組むよ
う要望しました。

各種健診の受診率向上に努めよ!!

　職員と同じ勤務形態の臨時職員は現在24名、その
うち12名は５年を超えて保育所で雇用されている。臨
時職員の雇用にあたっては、勤務年数を考慮した賃金
体系を検討してほしいと要望する。

臨時職員の状況について

　プロポーザル方式での発注を予定している。多額な
費用がかかる事業なので、業者選定にあたっては、防
災行政無線の機能向上が図られるよう適正に審査す
るよう要望する。

防災行政無線デジタル化工事の発注方法について

　平成26年度からの新たに埼玉県独自の制度として
創設される被災者支援のための負担金である。国の被
災者生活再建支援制度に満たない市町村においても
国と同様の支援を行うものである。

被災者支援事業費負担金の内容について

　町広報やホームページへの情報掲載はもとより、住
宅展示場でのポスター掲示やチラシの備え置き、商工
会と連携した地元業者への情報提供などを行うもので
ある。

新規事業の子育て世代定住化促進奨励金について

　全面積の約８割、16ヘクタールが販売済みとなって
いる。

西吉見南部地区の企業誘致について

　今回の大雪から得たことを教訓とし、委託業者を増
やし、除雪延長の平準化を進めると共に、従事者の待
機費用の充実や通学路の除雪対応など、予算措置を
検討する。

除雪費の科目設定の考え方について

　苺パックのフィルムに、吉見町及び町のゆるキャラ
よしみんを表示して、吉見産の苺の更なるブランド化を
図るためのものである。

苺のパックフィルムの補助について

　当面、施設を存続させるため、整備基金の一部を繰
入、緊急性の高い個所を改修するものである。整備基
金の取り崩しについては、基金に解体費用も含まれて
いることから充分に検討し、慎重な取り扱いを要望す
る。

フレンドシップハイツよしみの整備改修について

　工事完了までに３年間程度見込んでいる。

湖畔地区の下水道事業整備に要する期間について

　道路維持費に3504万8千円、道路新設費に1350
万円、河川費に2650万円を充当している。

地域の元気臨時交付金について、
区長要望にどれくらい活用されているのか。

支給されます。６月以降、町から対象者に通知をします。
また、定員240名のよしみけやき保育所には、今年度
54名が入所し、児童数は238名になることから、０歳児
保育はニーズが高いので、待機がでないよう努めてほ
しいと要望しました。
　また、町では保育所や幼稚園、小学校への送迎やそ
の前後のお預かり、保護者の通院やリフレッシュ等のお
預かり等、安心して子育てができるようファミリーサ
ポート事業や緊急サポート事業を実施していますが利
用が少ないため周知するよう要望しました。
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用が少ないため周知するよう要望しました。
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　　吉見町の中学校の記録はどのようにとられ、表示
され保存されているか。過去の記録と今年度の記録の
表示は。
　　体力テストの結果は、種目別に上位者の記録を体
育館に掲示しております。体育祭の歴代の新記録は体
育祭の当日配布するプログラムにも掲載しています。
いずれの記録も電子データで保存しています。
　　小学校で実施されている共通な体育競技種目の
記録と表示は統一されているか。
　　各学校とも体力テストの前に、県平均値、学年の
目標値を表示して子供達の意欲の喚起に努めています。

問　特定健康診査の受診率の現状について伺いた
い。
　　この制度が始まった平成20年度は２４．６％、平成
24年度は３１．２％、平成25年度１月末現在では、
27.6％で対前年度同月比５％の増加となっており、少
しずつではありますが着実に向上しております。
　　特定健康診査の受診率の向上にむけて、受診の自
己負担の無料化や脳ドック等の無料受診券のサービス
を行うような取り組みの考えは。
　　健康増進に向けての意識向上につながる受診し
やすい環境づくりや受診啓発について調査・研究して
まいります。
　　特定健康診査の契約方法と契約内容及びデータ
の管理について伺いたい。
　　特定健康診査の契約方法は、集団健診は公益社

団法人東松山医師会東松山医師会病院と、個別健診
は一般社団法人比企医師会とそれぞれ随意契約をし
ております。データの管理ですが、個人情報の保護に
関する法律及びこれに基づくガイドライン等、さらに
吉見町個人情報保護条例に則った適切な管理を行っ
ております。
　　糖尿病・内臓脂肪症候群などによる生活習慣病の
改善指導及び予備群の減少に向けて、どのような計画
で実施されているのか。
　　特定健康指導は、対象者が自らの生活習慣を振
り返り、課題を認識して行動変容するとともに、自らの
健康を自己管理し糖尿病等の生活習慣病を予防する
ことを目的とし、実施方法・内容及び対象者の選定の
考え方などを定め実施しております。

　　災害発生時の対応と、住民への広報はどのように
実施されるか。
　　町では災害に関する情報を迅速且つ的確に把握
し災害の発生を事前に予測した上で、職員の配備体
制や警戒活動などの防災対策を講じているところです。
　　発生した災害を記録に残し対応することが大切で
すが、現状での取り組みは。
　　過去に起きた災害を教訓として記録に残すこと
は、災害対策を進める上で重要なことで、これまでに受
けた災害については報告書にまとめ保存してあります。
　　世界の記録を表示する取り組みと、吉見町の子供
達の記録を表示し比較する取り組みが必要と考えます。
各競技の記録と各年代における記録の表示を。
　　児童・生徒の取り組みに有効な手段だと考えます。
体育館等に掲示するよう各学校に指導していきます。

障がい者用駐車場の
表示は
定住化促進計画は

そこが聞きたい

こうしてほしい

町政に対する

一般質問
町政に対する

一般質問

伊与田　隆 議員

　　町が管理する公共施設の障がい者用駐車場の表
示及び管理状況は。
　　埼玉県福祉のまちづくり条例で、障がい者用駐車
場を設置することが定められております。本町でも役
場庁舎はもとより、公の施設を中心に障がい者用駐車
場を設置しています。しかし、施設によっては確保して
いないところもありますので、適宜対応してまいりま
す。
　　町民会館フレサの障がい者駐車場を出入口近く
に設置ができないか。
　　平成26年度の当初予算に計上させていただい
ているところです。
　　障がい者駐車場の青色塗装の推進は。
　　障がい者の方から評価をされており、導入の効果
はあるものと考えます。

　　町営住宅の建設の考えは。
　　本町では「住みたいまち創造委員会」を設置し、
定住化を促進するために新年度予算案で具体的な事
業を盛り込んでいます。
　定住化を促進する取り組みは継続していきますの
で、ご提案の町営住宅の建設、また空き家の活用につ
いても調査研究してまいります。

　｢一般質問は、議員が町政全般について、自由なテーマ
で町長に質問・政策提言を行うもの」で、町民の声を町政
に届けるものです。（持ち時間１人６０分）
　議会だよりでは、その内容を約７００字以内で要約しお
知らせしています。

一般質問とは？

特定健康診査

神田　隆 議員

吉見町の災害対策は

尾﨑　豊 議員
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この路線がスピードがでているか等の資料提供をい
ただき、どこが危険かを再確認できた。南小では、更
に校区内の交差点や水路等の危険箇所を電子データ
化しているので、各小学校に資料提供し、安全対策に
役立てるようお願いしています。
　　認定農業者に対する支援策はどのような事業が
あるか。
　　農業近代化資金等の借入れの金利負担軽減措置
や、国からの補助金を改善計画に従い積み立てた場
合に個人は必要経費に、法人は損金に算入できる。ま
た、圧縮記帳が可能になる農業経営基盤強化準備金
制度等があります。その他所得税の青色申告者は他
の条件を満たす事により、農業者年金の保険料国庫
補助の適用等があります。

　　介護保険制度改正による要支援の方への今後に
ついて。
　　介護予防・日常生活支援総合事業に取り組む。
　　自宅介護者への支援策は。
　　高齢者が住み慣れた地域で生き生きと生活する
ために、地域包括ケアシステムの構築が必要不可欠
であり、地域支援事業に積極的に取り組んでいく。
　　認知症高齢者の町の推移は。
　　認定調査票によると、本年1月末では４７９名の方
が日常生活自立度Ⅱ以上の高齢者である。平成21年
度末では３７７名であったので５年間で１００名増えて
いる。
　　認知症の予防と支援体制は。
　　運動機能向上・口腔機能向上・栄養改善を組み合
わせた複合型プログラムの介護予防事業を実施して

いる。また、今日まで認知症サポーター養成講座を開
設し、現在１３２名の方がサポーターとして、地域で認
知症の方や家族を温かく見守っている。
　　認知症の方の徘徊で行方不明になった時の対応
は。
　　東松山署と連携し町の防災無線で情報提供して
いる。また、町のホームページに掲載している。
　　賠償責任を家族が負う不幸な報道がある。一刻も
早い保護のため登録して頂いた町民にメール配信で
情報提供できないか。徘徊対策のため位置情報発信器
具を町で家族に貸与できないか。
　　有効と考えますので先進地の事例を調査します。
　　町の施設で新電電効果のある施設はどこか。
　　学校等は効果がある。財政効果は約１００万です。

　　今回のような大雪の時は、生活道路の除雪を自主
防災組織にも協力を要請する考えは。
　　２月の大雪の時には生活道路関係の除雪につい
ては地域の方の協力をいただいた。今後も自助・共助・
公助の考え方を防災会議や研修会の時にお願いして
いきます。
　　久保田地内の町道、路側帯脇の排水路安全柵が
なく危険、通学路でもあり対策を。
　　道路排水の機能性や通学路としての安全性等を
考慮し、整備について検討してまいります。
　　本田技研工業が開発したカーナビデータ、すでに
県から資料を提供してもらい交通安全対策に活用して
いるとの事ですが、どのように活用してきたか。また、
その成果は。
　　県からの資料では、どこが急ブレーキが多いかど

高齢者の徘徊対策が
急務である

小林　周三 議員

通学路の安全対策は

荻野　勇 議員

　　吉見町環境基本計画において、自然エネルギーの
活用促進が基本施策として位置付けされており、環境
面また効率性の観点からも有効性が認められますので、
引き続き調査・研究してまいります。
　　埼玉県より行政事務事業の権限委譲について、
「第四次埼玉県　権限委譲方針」の内容は。
　　「移譲事務を活用して市町村の重要施策及び課
題解決へ取り組むなどのモデル事例を創出する。」と
いう項目が示されました。権限委譲のメリットを研究す
る上で、有効と考えますので注視していきたい。
　　町行政への影響と課題は。
　　事務を選択出来ますので良い影響があると思い
ますが、職員数の現状から当該事務が適量であるかを
考慮する必要があると思います。

　　今年の降雪は、観測始めて以来の記録的な大雪
だった。町内の道路を建設業者で割り振りして雪を掻
いたと思うが、多くの業者に出てもらい幅広く割り振っ
たらどうか。
　　多くの業者に出てもらうようにする。
　　ハウスの倒壊で、イチゴ・キュウリ・トマト等に被害
が出ていると思うが町で出来る限りの支援をしてもら
えるか。
　　出来る限りの支援をしていく。
　　フレンドシップハイツよしみについて。
10年間の投資金額と賃貸料はいくらか。また平成26
年度修繕の予算は。
　　施設の改修等に要した費用１億３５９８万５千円、
賃貸料合計額４９７１万２９８円、予算額は1600万円
を予定。

　　住宅火災時の宿泊場所になっているが、契約内容
と宿泊経費の負担は。
　　現在、町と民間事業者で「フレンドシップハイツよ
しみ土地建物等賃貸借契約」を結び、宿泊施設として
の運営を委託しており、その賃貸借契約書の中で、大
規模災害や住宅火災が発生した場合は、宿泊場所と
して協力することとなっている。
　そのことから、住宅火災により自宅を失った方の宿
泊場所として、15泊を限度として利用していただき、
宿泊経費については、通常の宿泊客と同様に施設を
利用することから、食事以外の施設管理に係る経費に
ついては、町で負担するものです。

　　荒川との合流地点から１０キロメートルは、荒川水
位の背水区間として同規格での整備が行われている
が、その進捗状況は。
　　吉見町側に関する堤防改修予定の延長は１０，７
００メートルで、大串の台山地区や江綱地区また諏訪
堰周辺等が未整備となっておりますが、既に６，９００
メートルが整備済みです。引き続き「都幾川、市野川水
系改修促進期成同盟会」を通し改修及び堤防補強工
事の要望をしてまいります。
　　吉見町の太陽光発電の推進について、設置状況
と今後の取り組みは。
　　平成24年度、平成25年度合計で８９件の設置数
です。平成26年度では、４０件２００万円の予算計上し
ています。
　　公共施設に対する設置計画は。

降雪対策、被害を
受けた方にお見舞い
申し上げます
小宮　栄 議員

市野川の堤防改修
工事について

岩崎　勤 議員
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　　これまで東第二地区を対象に１回、全町民を対象
に２回の住民説明会が開かれているが、毎回出される
質問として和解条項の質問があった。これに対して「町
としては顧問弁護士から、法的には問題ないといわれ
ている」とくりかえし答えられていたが法的にどうかと
いうこと以前に、心情としていいのかという意見も多く
出されている。吉見町町長として、心情として和解条項
を無視していいのか。
　　和解条項を無視するということは全く考えたこと
はない。大変重要なものだと考えているが、中部環境
と反対をされていた方々との間の和解条項である。今、
組織をしている埼玉中部広域清掃協議会とは関わり
のないものである。
　　和解をされた債権者の皆さんは、多くの精力を注
いで、相当な費用も費やして、あの地域に再びごみ処

理場は建設しないという和解条項を結んだのではない
か。年月が経つにつれて、少しずつ和らいできた地域
の中の関係。しかし、今の進め方によってまた30年前
のように地域が二分される状況が生まれてきてしまっ
た。行政が進める事業において、こんなことが許され
ていいのか。
　　地域を二分するような状況は、実に不幸だと思っ
ていたので、できるだけ丁寧に説明をし、皆さんにご
理解頂ければ、二分されるような状況はおこらないと
考える。地域には建設を推進していきたいという方々
も沢山おり、そういう声にしっかりと耳を傾けていくこ
とも大変重要だと考えている。

新ごみ処理場の
建設について

日本共産党 杉田しのぶ 議員

担が大きい方もいる。口座振替による１２期も選択でき
るようにすると平準化され、納税しやすくなると提案す
るが見解は。
　　今後、納税者の利便性、費用対効果等の観点か
ら、調査・研究していく。
　　自然災害が頻発し、地域防災力の強化が喫緊の課
題である中、「消防団を中核とした地域防災力の充実
強化に関する法律」が成立した。町の消防団の現場の
声が反映される取り組みを願うが見解は。
　　消防団事業を所管する比企広域消防本部では、
消防団の処遇改善について退職報償費の改定を平成
26年度に予定している。装備品、訓練の充実につい
ては、団員確保に努めながら、装備品は現場からの要
望があれば検討していく。

　　景気回復の実感がないと言われる中小企業。吉見
町でも可能な限り、経済の好循環を作り出す効果のあ
るものは実施して欲しい。毎年、町民の利用も多くある
住宅リフォーム補助金制度の補助金額の増額ができな
いか。
　　多くの利用があることから、補助金額は妥当だと
考える。
　　現金支給を町内で使える商品券に替えることで、
工事業者だけでなく、商店など小売業にも新たな経済
効果が生まれると思うが。
　　地域経済対策としては有効だと思うが、この制度
は現金支給であり、商品券に替えることで利用が減る
ことも考えられる。広く多くの人に利用してもらいたい。
商品券はなじまない。
　　テレビは多くの家庭に設置されているので、町民

への情報提供の手段として、テレビ埼玉のデータ放送
を活用する考えは。
　　実施している県内市町村の利用実績や費用対効
果など、調査研究していく。
　　吉見町巡回バスの利用促進のため、乗り方教室や
地域ごと目的別の時刻表の作成ができないか。
　　乗り方教室は開催方法が課題。時刻表は盛り込
む内容や配布対象などが課題。調査研究していく。
　　吉見町巡回バスの土曜日の運行ができないか。
　　費用・安全面・ニーズなどを踏まえ、費用対効果を
検証する。

　　総務省は、４月をめどに新地方公会計制度を取り
まとめる。導入の見解は。
　　町では、平成22年度決算から「総務省方式改訂
モデル」を採用し、普通会計ベースと連結ベースで財
務書類４表を公表している。
　　改訂モデルでは、固定資産台帳の整備はできてい
ないと思うが町では整備しているか。また、新地方公会
計制度では、固定資産台帳の整備と複式簿記・発生主
義に重点がおかれているが見解は。
　　町では固定資産台帳は整備していない。作成に
負担がかかるが、今後の町の経営を考える上で、老朽
化する公共施設、インフラをどう管理していくかの資
料として重要と認識している。総務省から内容が示さ
れ次第、どう取り組むか検討していく。
　　固定資産税は４期での徴収だが、年金生活では負

住宅リフォーム
補助金の拡充で
町内経済の好循環を

財政の見える化で
町の将来像を

公明党 安孫子和子 議員
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公明党 秋山 真美 議員

　この他「吉見音頭の活用」「読書意欲向上の取組
み」を質問しました。 　この他、大雪への対策として情報伝達・被害調査・被

害を受けた農家への支援等々も質問しました。

教育福祉常任委員会閉会中の
所管事務調査報告

視 察 を 実 施視 察 を 実 施 教育福祉常任委員会 安孫子和子 委員長

視察日　平成26年２月18日
視察先　吉見町立西が丘小学校、東第一小学校、よしみけやき保育所、保健センター
目　的　１）西が丘小学校及び東第一小学校運動場散水機の管理状況について
　　　　２）吉見町保健センターの改修及び増改築工事の進捗状況について
　　　　３）平成26年２月14日、15日の降雪によるよしみけやき保育所の被害状況について

　西が丘小学
校の散水機に
ついては、落
葉の堆積によ
り目詰まりが
生じ機能でき
ない状況でし
たが、ストレー
ナーの設置方

向変えにより機能できるようになり、プール内の落葉は
不用になった机を再利用し除去できるようになりまし
た。
　当委員会としては、ほとんど経費をかけず改善でき

たことを確認しました。また、東第一小学校では可搬式
散水機の稼働状況を確認し、近隣の迷惑とならないよう
防塵対策に努めるよう要望しました。
　保健センターは、高圧受電設備、トイレ改修、床タイ
ルカーペット工事の一部を残して、進捗状況は２月末完
成に向け順調に推移していました。保健センターと悠友
館の事務室統合で、更なる町民の健康増進、介護予防
事業の充実、健康寿命の延伸に効果的な事業を展開し
てほしいと要望しました。
　よしみけやき保育所の降雪被害は、雪の重みでホー
ルの屋根にゆがみが生じ、ホール床に雨漏り、天井杉材
のそり、梁の下がりが見られ、園児の安全、再発防止の
ため早急に対応するよう要望しました。



　　これまで東第二地区を対象に１回、全町民を対象
に２回の住民説明会が開かれているが、毎回出される
質問として和解条項の質問があった。これに対して「町
としては顧問弁護士から、法的には問題ないといわれ
ている」とくりかえし答えられていたが法的にどうかと
いうこと以前に、心情としていいのかという意見も多く
出されている。吉見町町長として、心情として和解条項
を無視していいのか。
　　和解条項を無視するということは全く考えたこと
はない。大変重要なものだと考えているが、中部環境
と反対をされていた方々との間の和解条項である。今、
組織をしている埼玉中部広域清掃協議会とは関わり
のないものである。
　　和解をされた債権者の皆さんは、多くの精力を注
いで、相当な費用も費やして、あの地域に再びごみ処

理場は建設しないという和解条項を結んだのではない
か。年月が経つにつれて、少しずつ和らいできた地域
の中の関係。しかし、今の進め方によってまた30年前
のように地域が二分される状況が生まれてきてしまっ
た。行政が進める事業において、こんなことが許され
ていいのか。
　　地域を二分するような状況は、実に不幸だと思っ
ていたので、できるだけ丁寧に説明をし、皆さんにご
理解頂ければ、二分されるような状況はおこらないと
考える。地域には建設を推進していきたいという方々
も沢山おり、そういう声にしっかりと耳を傾けていくこ
とも大変重要だと考えている。

新ごみ処理場の
建設について

日本共産党 杉田しのぶ 議員

担が大きい方もいる。口座振替による１２期も選択でき
るようにすると平準化され、納税しやすくなると提案す
るが見解は。
　　今後、納税者の利便性、費用対効果等の観点か
ら、調査・研究していく。
　　自然災害が頻発し、地域防災力の強化が喫緊の課
題である中、「消防団を中核とした地域防災力の充実
強化に関する法律」が成立した。町の消防団の現場の
声が反映される取り組みを願うが見解は。
　　消防団事業を所管する比企広域消防本部では、
消防団の処遇改善について退職報償費の改定を平成
26年度に予定している。装備品、訓練の充実につい
ては、団員確保に努めながら、装備品は現場からの要
望があれば検討していく。

　　景気回復の実感がないと言われる中小企業。吉見
町でも可能な限り、経済の好循環を作り出す効果のあ
るものは実施して欲しい。毎年、町民の利用も多くある
住宅リフォーム補助金制度の補助金額の増額ができな
いか。
　　多くの利用があることから、補助金額は妥当だと
考える。
　　現金支給を町内で使える商品券に替えることで、
工事業者だけでなく、商店など小売業にも新たな経済
効果が生まれると思うが。
　　地域経済対策としては有効だと思うが、この制度
は現金支給であり、商品券に替えることで利用が減る
ことも考えられる。広く多くの人に利用してもらいたい。
商品券はなじまない。
　　テレビは多くの家庭に設置されているので、町民

への情報提供の手段として、テレビ埼玉のデータ放送
を活用する考えは。
　　実施している県内市町村の利用実績や費用対効
果など、調査研究していく。
　　吉見町巡回バスの利用促進のため、乗り方教室や
地域ごと目的別の時刻表の作成ができないか。
　　乗り方教室は開催方法が課題。時刻表は盛り込
む内容や配布対象などが課題。調査研究していく。
　　吉見町巡回バスの土曜日の運行ができないか。
　　費用・安全面・ニーズなどを踏まえ、費用対効果を
検証する。

　　総務省は、４月をめどに新地方公会計制度を取り
まとめる。導入の見解は。
　　町では、平成22年度決算から「総務省方式改訂
モデル」を採用し、普通会計ベースと連結ベースで財
務書類４表を公表している。
　　改訂モデルでは、固定資産台帳の整備はできてい
ないと思うが町では整備しているか。また、新地方公会
計制度では、固定資産台帳の整備と複式簿記・発生主
義に重点がおかれているが見解は。
　　町では固定資産台帳は整備していない。作成に
負担がかかるが、今後の町の経営を考える上で、老朽
化する公共施設、インフラをどう管理していくかの資
料として重要と認識している。総務省から内容が示さ
れ次第、どう取り組むか検討していく。
　　固定資産税は４期での徴収だが、年金生活では負

住宅リフォーム
補助金の拡充で
町内経済の好循環を

財政の見える化で
町の将来像を

公明党 安孫子和子 議員
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公明党 秋山 真美 議員

　この他「吉見音頭の活用」「読書意欲向上の取組
み」を質問しました。 　この他、大雪への対策として情報伝達・被害調査・被

害を受けた農家への支援等々も質問しました。

教育福祉常任委員会閉会中の
所管事務調査報告

視 察 を 実 施視 察 を 実 施 教育福祉常任委員会 安孫子和子 委員長

視察日　平成26年２月18日
視察先　吉見町立西が丘小学校、東第一小学校、よしみけやき保育所、保健センター
目　的　１）西が丘小学校及び東第一小学校運動場散水機の管理状況について
　　　　２）吉見町保健センターの改修及び増改築工事の進捗状況について
　　　　３）平成26年２月14日、15日の降雪によるよしみけやき保育所の被害状況について

　西が丘小学
校の散水機に
ついては、落
葉の堆積によ
り目詰まりが
生じ機能でき
ない状況でし
たが、ストレー
ナーの設置方

向変えにより機能できるようになり、プール内の落葉は
不用になった机を再利用し除去できるようになりまし
た。
　当委員会としては、ほとんど経費をかけず改善でき

たことを確認しました。また、東第一小学校では可搬式
散水機の稼働状況を確認し、近隣の迷惑とならないよう
防塵対策に努めるよう要望しました。
　保健センターは、高圧受電設備、トイレ改修、床タイ
ルカーペット工事の一部を残して、進捗状況は２月末完
成に向け順調に推移していました。保健センターと悠友
館の事務室統合で、更なる町民の健康増進、介護予防
事業の充実、健康寿命の延伸に効果的な事業を展開し
てほしいと要望しました。
　よしみけやき保育所の降雪被害は、雪の重みでホー
ルの屋根にゆがみが生じ、ホール床に雨漏り、天井杉材
のそり、梁の下がりが見られ、園児の安全、再発防止の
ため早急に対応するよう要望しました。



中部環境保全組合議会定例会
杉田しのぶ 議員

中部環境保全組合議会定例会
杉田しのぶ 議員

期日　平成26年２月20日　午前９時30分から
場所　埼玉中部環境センター会議室
　吉見町議会から荻野勇議員、内野正美議員、神田隆
議員、杉田しのぶの４名が出席をいたしました。
　平成25年～平成26年１月までの管内ごみ発生量は、
３万１７４４．８５トンであり、前年比では１５３．７２トン０．４
８％の減でした。
　また、焼却灰及びばいじんの放射性物質の測定を毎
月１回１炉実施していますが、セシウム１３４・１３７の数
値はいずれも一般的な埋め立て基準となっている８千ベ
クレルを大きく下回り、灰の処分はセメント原料として処
理委託されています。
　第二期大間処分場は、原水の水素イオン濃度が依然
として高い状況にあり、今後も廃止に向けて努めていく
とのことでした。

　施設の運転管理は、各種点検・整備を始め、受変電設
備の修繕が終了し、良好な運転管理を継続しているとの
ことでした。
　平成26年度予算は７億３８０６万５千円で、吉見町の
負担金は全体の９．９３％４８６５万７千円です。また、平成
25年度末の財政調整基金は約１３億１３１９万円です。
新年度は大里広域市町村圏組合からごみ処理の受け入
れをする予定です。
上程された議案は４議案でした。
○第一号　専決処分の承認を求めることについて
○第二号　埼玉県市町村総合事務組合の規約変更
○第三号　平成25年度一般会計補正予算（第三号）
○第四号　平成26年度一般会計予算
いずれも原案の通り、可決されました。

一 部 事 務 組 合 報 告一 部 事 務 組 合 報 告

北本地区衛生組合議会定例会
秋山　真美 議員

北本地区衛生組合議会定例会
秋山　真美 議員

期日　平成26年２月14日　午前９時から
場所　北本地区衛生組合議場
　吉見町議会から尾﨑豊議員、奥村栄昭議員、秋山真美
の３名が出席いたしました。
○議案第１号　平成26年度北本地区衛生組合歳入歳

出予算について
歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億
430万８千円とし、前年度と比較し、
680万６千円、２．１９％の減です。
平成26年度の吉見町の負担金は、
5794万８千円で、前年度と比較し、
337万３千円、６．１８％の増です。これ
は、平成25年１月から12月の吉見町の

搬入量が前年度と比較し、およそ5761
キロリットル、5.74％の増になったことに
よるものです。
なお、平成26年度から、汚泥を焼却せず
脱水汚泥として搬出処分する処理方式
に切り替える計画です。

○議案第２号　埼玉県市町村総合組合の規約の変更に
ついて
彩北広域清掃組合を鴻巣行田北本環境
資源組合に名称変更するものです。

　以上、上程されました２議案は、慎重審議の結果、原案
の通り可決されました。

比企広域市町村圏組合議会定例会
伊与田　隆 議員

比企広域市町村圏組合議会定例会
伊与田　隆 議員

期日　平成26年２月17日　午前10時から
場所　東松山市議会議場
　吉見町議会から宮﨑善雄議長、伊与田隆の２名が出席
いたしました。議長の開議の宣告後、会議録署名議員の指
定がなされ、会期については、２月17日１日限りと決定い
たしました。次に管理者より行政報告の後、議案の説明が
あり、20議案が上程されました。議案第１号から議案第12
号は条例制定についてであります。議案第13号から議案
第15号は平成25年度比企広域市町村圏組合一般会計
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補正予算と２特別会計補正予算についてです。議案第16
号から議案第20号は、平成26年度比企広域市町村圏組
合一般会計ほか４特別会計予算についてです。５会計の予
算は、歳入歳出の総額が３９億４０８０万円で対前年度比４．
２％額にして、１億５７８０万円の増額です。以上、上程され
ました議案は、慎重審議の結果すべて原案のとおり可決さ
れました。
　最後に今年１月５日に行われた消防本部の出初め式の
模様を、写真で紹介します。

町議会を傍聴してみませんか
次の議会は6月定例議会 6月上旬から開催される予定です。

詳しいことは町議会事務局までお問い合わせください。TEL 0493-63-5024

傍聴席

議場内風景



中部環境保全組合議会定例会
杉田しのぶ 議員

中部環境保全組合議会定例会
杉田しのぶ 議員

期日　平成26年２月20日　午前９時30分から
場所　埼玉中部環境センター会議室
　吉見町議会から荻野勇議員、内野正美議員、神田隆
議員、杉田しのぶの４名が出席をいたしました。
　平成25年～平成26年１月までの管内ごみ発生量は、
３万１７４４．８５トンであり、前年比では１５３．７２トン０．４
８％の減でした。
　また、焼却灰及びばいじんの放射性物質の測定を毎
月１回１炉実施していますが、セシウム１３４・１３７の数
値はいずれも一般的な埋め立て基準となっている８千ベ
クレルを大きく下回り、灰の処分はセメント原料として処
理委託されています。
　第二期大間処分場は、原水の水素イオン濃度が依然
として高い状況にあり、今後も廃止に向けて努めていく
とのことでした。

　施設の運転管理は、各種点検・整備を始め、受変電設
備の修繕が終了し、良好な運転管理を継続しているとの
ことでした。
　平成26年度予算は７億３８０６万５千円で、吉見町の
負担金は全体の９．９３％４８６５万７千円です。また、平成
25年度末の財政調整基金は約１３億１３１９万円です。
新年度は大里広域市町村圏組合からごみ処理の受け入
れをする予定です。
上程された議案は４議案でした。
○第一号　専決処分の承認を求めることについて
○第二号　埼玉県市町村総合事務組合の規約変更
○第三号　平成25年度一般会計補正予算（第三号）
○第四号　平成26年度一般会計予算
いずれも原案の通り、可決されました。

一 部 事 務 組 合 報 告一 部 事 務 組 合 報 告

北本地区衛生組合議会定例会
秋山　真美 議員

北本地区衛生組合議会定例会
秋山　真美 議員

期日　平成26年２月14日　午前９時から
場所　北本地区衛生組合議場
　吉見町議会から尾﨑豊議員、奥村栄昭議員、秋山真美
の３名が出席いたしました。
○議案第１号　平成26年度北本地区衛生組合歳入歳

出予算について
歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億
430万８千円とし、前年度と比較し、
680万６千円、２．１９％の減です。
平成26年度の吉見町の負担金は、
5794万８千円で、前年度と比較し、
337万３千円、６．１８％の増です。これ
は、平成25年１月から12月の吉見町の

搬入量が前年度と比較し、およそ5761
キロリットル、5.74％の増になったことに
よるものです。
なお、平成26年度から、汚泥を焼却せず
脱水汚泥として搬出処分する処理方式
に切り替える計画です。

○議案第２号　埼玉県市町村総合組合の規約の変更に
ついて
彩北広域清掃組合を鴻巣行田北本環境
資源組合に名称変更するものです。

　以上、上程されました２議案は、慎重審議の結果、原案
の通り可決されました。

比企広域市町村圏組合議会定例会
伊与田　隆 議員

比企広域市町村圏組合議会定例会
伊与田　隆 議員

期日　平成26年２月17日　午前10時から
場所　東松山市議会議場
　吉見町議会から宮﨑善雄議長、伊与田隆の２名が出席
いたしました。議長の開議の宣告後、会議録署名議員の指
定がなされ、会期については、２月17日１日限りと決定い
たしました。次に管理者より行政報告の後、議案の説明が
あり、20議案が上程されました。議案第１号から議案第12
号は条例制定についてであります。議案第13号から議案
第15号は平成25年度比企広域市町村圏組合一般会計
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補正予算と２特別会計補正予算についてです。議案第16
号から議案第20号は、平成26年度比企広域市町村圏組
合一般会計ほか４特別会計予算についてです。５会計の予
算は、歳入歳出の総額が３９億４０８０万円で対前年度比４．
２％額にして、１億５７８０万円の増額です。以上、上程され
ました議案は、慎重審議の結果すべて原案のとおり可決さ
れました。
　最後に今年１月５日に行われた消防本部の出初め式の
模様を、写真で紹介します。

町議会を傍聴してみませんか
次の議会は6月定例議会 6月上旬から開催される予定です。

詳しいことは町議会事務局までお問い合わせください。TEL 0493-63-5024

傍聴席

議場内風景
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3月定例議会3月定例議会
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編 集 後 記

　春爛漫。そよ風が心地いい季節となりました。
　「よしみ議会だより」では毎号、少しずつですがこれまでの研修
してきた成果を取り入れています。
　住民の代表として、どんな質問やどんな提案をしているのか。
個々の議員の賛否はどうだったのか。どういう理由で反対・賛成を
しているのか・・・等、町の広報とは違う議会広報らしさを追求して、
今後も編集にあたりたいと思います。
　ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。（杉田）
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比企郡町村議長会主催議員研修開催
　平成２６年１月２８日(火）にリリックおがわにて、比
企郡町村議長会主催の議員研修会が開催されました。

講師にフリーアナウンサーの屋木綾伊子
（おくぎあいこ）氏を迎え「話し方の

ポイント」について講演をいた
だきました。
　会場の全員が実際に体験
しながら、声の出し方や伝わ
る言葉の選び方など研修し
ました。

議 会 だ より議 会 だ より

表紙の写真によせて表紙の題字

●平成２６年度の各予算決定
●議案審議結果
●一般質問に１０名登壇

●平成２６年度の各予算決定
●議案審議結果
●一般質問に１０名登壇

比企郡町村議会議長会表彰

（議員歴10年以上）

岩　崎　　　勤　議　員
宮　﨑　雄　一　議　員

※安孫子和子議員は辞退しました。
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埼玉県町村議会議長会表彰

（議員歴15年以上）

内　野　正　美　議　員
宮　﨑　善　雄　議　員

※宮﨑善雄議員は他に特別表彰もされました。

議会だより編集特別委員会視察
　議会だよりの印刷を契約した大屋印刷株式会社
（深谷市）を4月3日視察してきました。大屋社長には、
社内の案内をいただき吉見町編集担当との打合せも
行いました。「日本一の議会だより」を目標にし、頑
張って取り組んでまいります。

埼玉県知事賞を受賞した
南小学校6年生
松本亜弓さんの
題字です。

東地区の堤防に
１．8ｋｍ続く菜の花と
桜並木が美しい
さくら堤公園


